




研究の要約

埼玉県下92市町村のうちで乳幼児健全発達支援事業(本事業)を14市町村で実施していた.

類似事業は、35 市町村で実施しており、合計 53.2%の実施率であった.本事業の従事者は

保健婦の外に保母の参加が多く、臨床心理士、言語訓練士、理学療法士、医師の参加もあ

った.乳幼児及びその母親などに対して、個別指導、及び集団遊び、自由遊びなどが行わ

れていた。育児不安の解消、発達の援助などに大変有効であると考える。


